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一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
支
援
を

江
差
追
分
会
会
長　

濱
谷　

一
治

　

風
船
を
膨
ら
ま
せ
横
に
し
た
よ
う
な
形
状
の
三
陸
海
岸
、
穏
や
か
で

豊
饒
な
海
が
突
然
暴
れ
、
息
を
呑
む
光
景
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

去
る
三
月
十
一
日
、
未
曾
有
の
震
災
で
被
災
さ
れ
た
東
北
地
区
に
対

し
、
追
分
会
会
員
や
被
災
さ
れ
た
一
人
で
も
多
く
の
方
を
「
力
づ
け
」

た
く
鎮
魂
歌
「
江
差
追
分
」
を
派
遣
決
定
し
た
の
は
震
災
か
ら
一
カ
月

半
経
っ
た
四
月
二
十
四
日
で
あ
っ
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
私
た
ち
の
思
い
を
届
け
る
こ
と
と
な
っ
た

日
は
六
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
被
災
あ
っ
た
日
か
ら
百
日
を
経
た

日
と
な
っ
た
。
私
は
、所
要
あ
り
東
京
か
ら
合
流
地
点
仙
台
市
に
向
か
っ

た
。
凡
そ
二
時
間
ば
か
り
の
行
程
で
あ
っ
た
が
、
車
窓
か
ら
海
は
見
え

な
い
が
瓦
屋
根
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
覆
う
異
様
さ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
。

　

そ
の
日
、
第
一
訪
問
地
「
山
元
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」、
二
日
目
は

檜
山
か
ら
六
週
間
に
亘
っ
て
支
援
の
た
め
職
員
を
送
っ
た
「
山
田
町
織

笠
小
学
校
」
そ
し
て
最
後
が
「
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
」（
各
会
場
で
の

状
況
は
別
紙
）。
ど
こ
の
会
場
で
も
気
温
三
〇
度
を
超
え
、
湿
度
も
梅
雨

期
を
迎
え
大
変
な
こ
の
時
期
、
体
育
館
に
段
ボ
ー
ル
で
間
仕
切
り
を
し
、

生
活
し
て
い
る
状
況
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
「
自
衛
隊
」「
警
察
」「
医
療
ス
タ
ッ
フ
」

等
多
く
の
支
援
者
の
姿
に
事
態
の
重
大
さ
に
加
え
、
少
し
安
堵
し
た
。

　

私
た
ち
は
毎
日
テ
レ
ビ
で
見
、新
聞
を
読
み
被
災
さ
れ
た
状
況
は
知
っ

て
い
た
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
現
地
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

街
が
な
い
・
・
・
。

　

こ
の
度
、
被
災
地
で
の
公
演
で
は
目
に
涙
を
浮
か
べ
「
あ
り
が
と
う
」

と
手
を
取
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
に
逆
に
元
気
づ
け
ら
れ
た
思
い
で

す
。

　

私
達
の
公
演
を
何
か
ら
何
ま
で
段
取
り
し
て
い
た
だ
い
た
「
近
藤
さ

ん
」「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
草
野
さ
ん
」「
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
の
高
橋
さ
ん
」

そ
し
て
大
変
お
忙
し
い
中
、
涙
を
堪
え
な
が
ら
敢
え
て
笑
い
を
誘
う
司

会
を
し
て
く
れ
た
「
北
篠
さ
ん
」
暑
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
三
カ
月
半
、
被
災
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
心
の
内
は
見
え

ま
せ
ん
が
、
必
ず
復
興
で
き
る
日
ま
で
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

支
援
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東北地方復興支援公演（6月21日：宮城県山元町）



平
成
二
十
三
年
度
江
差
追
分
会
総
会

追
分
全
国
大
会
半
世
紀
第
五
十
回
記
念
大
会
へ

追
分
歓
迎
塔
な
ど
準
備
事
業
に
着
手

東
日
本
大
震
災
支
援
追
分
コ
ン
サ
ー
ト

　

本
年
度
江
差
追
分
会
総
会
が
四
月
二
十
四

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で
開
催
、
新
年

度
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
、
檜
山
振
興
局
長
の
高

橋
則
克
さ
ん
と
江
差
町
議
会
議
長
の
打
越
東

亜
夫
さ
ん
が
来
賓
代
表
で
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

本
年
度
予
算
総
額
は
三
千
四
万
九
千
円
で

前
年
度
よ
り
五
二
六
万
八
千
円
の
増
額
と
な

っ
た
が
、
積
立
金
特
別
会
計
六
一
〇
万
円
を

繰
入
し
た
。

　

追
分
会
が
重
点
と
し
て
き
た
全
国
大
会

が
、
明
年
半
世
紀
と
な
る
第
五
十
回
大
会
の

節
目
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
第
五
十
回
大
会
に
向
け
て
本
年
度

か
ら
取
組
む
事
業
を
措
置
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
町
内
の
出
入
口
の

主
だ
っ
た
箇
所
（
愛
宕
町
、
柏
町
、
鴎
島
入

口
な
ど
を
予
定
）
に
江
差
追
分
の
歓
迎
塔

（
看
板
）
を
設
置
し
て
来
町
者
を
迎
え
る
。

第
五
十
回
大
会
の
歴
史
的
過
程
を
踏
ま
え
て

「
半
世
紀
の
江
差
追
分
（
仮
称
）」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

制
作
に
着
手
す
る
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

第
五
十
回
記
念
大
会
に
向
け
た
事
業
は

ま
だ
多
様
に
わ
た
る
が
、
全
国
大
会
企
画

検
討
委
員
会
（
熊
野
正
宏
委
員
長
）
の
答

申
内
容
か
ら
本
年
度
か
ら
取
組
む
事
業
を

選
択
し
て
着
手
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

一
般
的
な
事
業
は
例
年
と
特
に
変
わ
り

な
い
が
、
本
年
度
は
第
五
十
回
大
会
記
念

事
業
を
視
野
に
、
事
前
に
着
手
出
来
る
も

の
か
ら
予
算
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
十
一
日
発
生
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
被
災
地
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を

東
北
地
区
運
営
協
議
会
と
連
携
し
て
実
施

す
る
。

　

本
年
度
取
組
む
主
な
事
業
計
画
（
新
た

な
計
画
を
抜
粋
）

□
第
四
十
九
回
全
国
大
会
で
特
に
本
年
度

　

取
組
む
対
策

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
金
、
土
曜
日
予

　

選
会
と
日
曜
日
決
選
会
で
行
う

 
・（
金
曜
日
）
江
村
貞
一
観
光
大
使
ら
に
よ

　

る
江
差
の
唄
と
民
謡

 

・（
土
曜
日
）
少
年
少
女
の
追
分
大
合
唱
（
全

　

国
各
支
部
参
加
）、
東
北
地
区
の
民
謡

 

・（
日
曜
日
）
前
回
優
勝
者
の
追
分
、
歴
代

　

優
勝
者
の
唄
（
第
十
六
代
～
第
三
十
代

　

四
組
）

◆
大
会
以
外
の
行
事

 

・
感
謝
事
業
―
笑
い
嘆
き
節
大
会
・
い
に
し

　

え
祭
り
と
の
連
携
協
議
・
大
会
変
遷
パ

　

ネ
ル
展
準
備
・
追
分
歓
迎
塔

 

・
浜
田
喜
一
師
、
小
路
豊
太
郎
翁
顕
彰
碑
前

　

の
追
分
大
合
唱
と
尺
八
連
管

◆
地
区
選
抜
大
会
の
地
区
運
営
協
議
会
主
管

 

・
本
年
度
よ
り
地
区
選
抜
大
会
を
地
区
運
営

　

協
議
会
の
主
管
で
行
う
。

◆
東
日
本
大
震
災
に
係
わ
る
被
災
地
支
援

　

東
北
地
区
運
営
協
議
会
と
連
携
し
て
、

支
援
追
分
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

◆
第
五
十
回
記
念
追
分
全
国
大
会
「
半

　

世
紀
の
追
分
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

　

昭
和
三
十
八
年
か
ら
の
大
会
歴
史
過
程

を
収
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て

追
分
の
唄
、
人
を
取
材
、
約
千
本
制
作
、

頒
布
。

◆
全
日
本
音
楽
教
育
研
究
大
会
へ
の
講

　

師
派
遣

　

普
及
宣
伝
事
業
「
音
楽
の
よ
さ
を
生
か

し
、
豊
か
な
心
と
確
か
な
力
を
育
む
音
楽

教
育
」
を
テ
ー
マ
の
札
幌
研
究
大
会
に
浅

沼
和
子
上
席
師
匠
を
派
遣
。
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昨
年
十
月
に
町
に
寄
贈
の
あ
っ
た
塩
ビ

管
尺
八
を
使
っ
た
尺
八
学
習
が
二
月
に
二

回
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
と
伝
統
芸
能
を

育
て
る
会
」
の
小
林
理
事
長
を
講
師
に
招

き
、
江
差
北
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
中
学
校
一
年
生
と
北
小
学
校
六
年
生

四
三
人
が
尺
八
を
初
体
験
。
な
か
な
か
音

が
出
な
く
最
初
は
大
変
だ
っ
た
が
、
よ
う

や
く
音
が
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
児
童

生
徒
か
ら
笑
顔
と
歓
声
が
わ
き
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

江
差
町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の

音
楽
学
習
に
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
郷

土
の
民
謡
や
、
和
楽
器
の
導
入
が
学
習
指
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第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会
プ
レ
記
念
植
樹

追
分
会
館
前
に
オ
オ
バ
マ
サ
キ
を
植
樹

全国大会で
尺八連管を

〜江差北小中で尺八学習〜

　

函
館
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
よ
り
、
来
年
の
五
十

回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会
の
開
催
に
先

立
ち
、「
緑
ゆ
た
か
に
、
ふ
れ
あ
い
の
ま

ち
」
を
趣
旨
に
し
た
「
第
三
十
六
回
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
事
業
に
お
い
て
、
今
回
プ
レ
と
な
る

第
四
十
九
回
大
会
に
記
念
と
な
る
苗
木
の

贈
呈
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、常
緑
樹
で
、
塩
害
に
強
く
、

追
分
会
館
と
追
分
節
記
念
碑
の
雰
囲
気
に

マ
ッ
チ
す
る
「
オ
オ
バ
マ
サ
キ
（
ニ
シ
キ

ギ
科
）」
を
選
定
し
、
記
念
碑
の
両
サ
イ
ド

に
二
本
を
植
樹
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
三
日
、
町
関
係
者
及
び
江
差
追

分
関
係
者
約
一
一
〇
人
が
参
加
し
、
式
典
が

行
わ
れ
、
函
館
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
代
表
取
締
役

社
長
の
河
村
隆
平
様
の
挨
拶
に
続
き
、
緑
の

大
使
の
二
〇
一
一
年
度
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
日
本
代
表　

村
山
和
実
様
よ
り

国
土
緑
化
機
構
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、

記
念
植
樹
を
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
江

差
追
分
を
合
唱
し
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
追
分
会
館
を
訪
れ
る
観
光
客
が

追
分
節
記
念
碑
を
バ
ッ
ク
に
写
真
撮
影
す
る

際
の
最
適
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

導
要
領
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

従
前
か
ら
全
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る

江
差
追
分
指
導
に
加
え
て
、
江
差
追
分
の

伴
奏
楽
器
「
尺
八
」
を
中
学
校
の
教
育
活

動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
江
差
追
分
全
国
大
会
の
五
十
周

年
記
念
大
会
で
中
学
生
に
よ
る
尺
八
連
管

を
披
露
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
、

今
年
度
も
す
で
に
尺
八
学
習
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
江
差
追
分
会
と
し
て
も
講

師
を
派
遣
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
が

後
継
者
育
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
を
し

て
お
り
ま
す
。

尺八学習に取り組む江差北小中生

記念碑前で保育園児らを交えて追分合唱 会長、ミスインターナショナルらによる記念植樹



　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
に
、
明
日
へ
の
生
き
る
希
望
に
つ
な
げ

て
も
ら
う
べ
く
、
六
月
二
十
一
日
、
二
十
二

日
の
二
日
間
、
宮
城
県
山
元
町
、
岩
手
県

山
田
町
、
大
船
渡
市
の
避
難
所
三
か
所
に

お
い
て
復
興
支
援
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

江
差
町
か
ら
、
濱
谷
一
治
江
差
追
分
会

会
長
、
菊
地
勲
師
匠
、
寺
島
絵
里
佳
さ
ん
、

東
北
地
区
運
営
協
議
会
か
ら
、
千
葉
栄
人

師
匠
、
王
藤
正
蔵
師
匠
、
嵯
峨
幸
男
師
匠

の
歴
代
日
本
一
、
尺
八
伴
奏
の
佐
々
木
東

雲
さ
ん
ほ
か
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

江
差
追
分
、
東
北
民
謡
、
北
海
道
民
謡
を

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
で
実
演
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
山
元
町
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
は
約
七
十
人
、
岩
手
県
山
田
町
の
織
笠

小
学
校
体
育
館
に
は
約
百
三
十
人
、
大
船

渡
市
市
民
文
化
会
館
に
は
約
三
十
人
が
追

分
や
民
謡
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

長
く
、
つ
ら
い
避
難
所
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
々
に
対
し
、
濱
谷
会
長
よ
り

「
江
差
追
分
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
明
日
へ

の
生
き
る
力
と
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　

最
初
は
硬
い
表
情
だ
っ
た
皆
さ
ん
も
、

公
演
が
始
ま
る
と
笑
顔
に
な
り
、
手
拍
子

や
掛
け
声
で
会
場
が
一
体
と
な
り
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

予
定
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
リ
ク
エ
ス
ト

が
多
く
、
時
間
オ
ー
バ
ー
す
る
会
場
も
あ

り
ま
し
た
。

　

本
場
の
江
差
追
分
を
聞
い
た
被
災
者
の

方
々
は
「
遠
く
北
海
道
か
ら
来
て
く
れ
て

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
唄
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
ま
す
」「
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
」

「
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」「
心
の
も
や
も

や
が
晴
れ
ま
し
た
。
す
ご
く
良
か
っ
た
」

と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
復
興
と
被
災
者
の
皆
様
の

ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
公
演
に
際
し
、
東
北
地
区
運

営
協
議
会
の
皆
様
や
伴
奏
、
司
会
に
尽
力
い

た
だ
い
た
照
井
様
、
小
田
島
様
、
北
篠
様

の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
公
演
を
実
施

岩手県大船渡市（6月22日）での公演

東北地区運営協議会に
義援金を贈呈

　東北地区運営協議会の王藤会長へ、
３月21日に濱谷会長より江差追分会
として義援金30万円を贈呈しました。
　東北地区の被災されました支部会
員や関係者の方々、地域の復興のお
役に立てていただければと思います。
　なお、各地区に取りまとめをお願
いしていた義援金（1,680,194円 6/30
現在）については、７月の理事会の
席上、東北地区運営協議会長へ贈呈
されました。
　全国の支部会員の皆様の温かいご
支援に感謝いたします。

岩手県釜石市 岩手県大槌町 岩手県山田町



　

三
月
十
一
日
、
十
四
時
四
十
六
分
そ
の

時
、
私
は
自
宅
の
二
階
で
昼
寝
を
し
て
い
ま

し
た
。
突
然
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い

強
い
揺
れ
を
感
じ
目
を
覚
ま
す
と
、
棚
の

も
の
が
落
ち
て
く
る
、
物
は
倒
れ
る
で
と

に
か
く
ひ
ど
い
地
震
で
し
た
。
あ
わ
て
て
、

安
全
な
場
所
に
と
い
う
こ
と
で
裸
足
で
外

に
出
て
、
道
路
ま
で
何
と
か
行
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
消
防
の
広
報
車
が
回
っ
て
お
り
、

三
十
分
後
に
は
津
波
が
来
る
の
で
高
台
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
案
内
で
し
た
。

家
に
戻
れ
ず
、
裸
足
で
い
た
私
を
見
て
、
車

で
通
り
か
か
っ
た
奥
さ
ん
が
、
私
に
ス
ニ
ー

カ
ー
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
向

か
い
の
家
の
奥
さ
ん
か
ら
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

借
り
て
、
近
く
の
天
真
小
学
校
に
避
難
し

ま
し
た
。
小
学
校
で
は
体
育
館
は
溢
れ
る

く
ら
い
の
人
、
校
庭
も
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
雪
が
降
っ
て
き
て
と
て
も

寒
い
日
と
な
り
、
避
難
者
が
多
か
っ
た
た

め
、
学
校
の
教
室
も
開
放
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
も
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
で
、
教
室
の
児
童

の
イ
ス
二
つ
に
避
難
者
三
人
が
座
る
と
い

う
環
境
で
し
た
。
家
族
に
も
連
絡
が
つ
か

ず
、
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
震
当
時

仕
事
に
行
っ
て
い
た
娘
が
夜
中
の
十
二
時

頃
に
私
の
い
る
避
難
所
を
探
し
あ
て
、
娘

と
夫
の
無
事
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

電
気
、
水
道
も
断
た
れ
、
ま
た
情
報
が

一
切
な
く
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

食
事
は
一
日
に
お
に
ぎ
り
一
個
や
パ
ン
が

一
個
と
い
う
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
二
～

三
日
が
経
ち
ラ
ジ
オ
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、

地
震
の
被
害
は
宮
城
県
が
一
番
ひ
ど
く
、

浜
に
は
死
体
が
た
く
さ
ん
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
聞
い
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。

津
波
で
家
が
流
さ
れ
、
家
族
を
亡
く
し
た

人
た
ち
に
比
べ
た
ら
、
怪
我
も
な
く
家
族

も
無
事
だ
っ
た
の
は
幸
せ
な
ほ
う
で
す
。

　

後
で
聞
い
た
話
で
す
が
、
地
震
当
日
私
に

靴
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
奥
様
が
、
津
波
に

の
ま
れ
車
の
中
で
遺
体
で
見
つ
か
っ
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
足
に
は
、
ご
主
人

の
靴
を
履
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
話
を

聞
い
た
と
き
は
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
娘
の
車
で
町
に
出
た
と

き
は
、
瓦
礫
の
山
で
車
が
何
台
も
重
な
り
廃

墟
の
よ
う
に
な
っ
た
町
を
見
て
、
こ
れ
が
あ

の
多
賀
城
か
と
い
う
く
ら
い
変
り
果
て
言

葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
、
日
本

全
国
か
ら
応
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
で
、
町
も
大
分
片
付
い
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
入
り
、
精
神
的
疲
れ
、
栄
養
の

偏
り
か
ら
血
圧
が
上
が
り
、
倒
れ
ま
し
た
。

二
十
日
位
病
院
に
入
院
し
、
退
院
後
は
自

宅
が
地
震
の
揺
れ
で
全
壊
し
た
の
で
、
娘

の
家
へ
引
っ
越
し
し
、
生
活
し
て
い
ま
す
。

や
っ
と
、
一
人
で
自
分
の
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
は
追

分
仲
間
の
顔
を
見
た
く
練
習
に
も
通
い
だ

し
ま
し
た
。

　

江
差
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
心

配
し
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を

も
ら
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。
九
月
の
全
国

大
会
で
ま
た
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
っ
て

宮
城
県
多
賀
城
市　

仙
台
支
部　

川
村　

奈
美

　

今
回
の
大
震
災
で
、
江
差
追
分
会
会
員
の
中
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
が
お
り
ま
し

た
。
当
時
の
状
況
等
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮城県仙台市 岩手県陸前高田市 岩手県大船渡市



　

突
然
の
大
き
な
揺
れ
に
、
思
わ
ず
外
に
飛

び
出
す
。
地
面
が
大
き
く
波
打
ち
我
が
家
も

波
打
っ
て
い
る
。
ど
の
位
続
い
た
の
か
？
凄

く
長
く
揺
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

屋
根
瓦
が
車
に
落
ち
て
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、

ボ
デ
ィ
は
ボ
コ
ボ
コ
。
家
に
入
る
と
、
タ
ン

ス
、サ
イ
ド
ボ
ー
ド
が
重
な
る
よ
う
に
倒
れ
、

壊
れ
た
ガ
ラ
ス
や
食
器
類
で
足
の
踏
み
場
が

な
い
。
居
間
や
台
所
も
同
じ
で
家
中
が
メ
チ

ャ
ク
チ
ャ
状
態
で
あ
る
。

　

一
瞬
唖
然
と
し
て
い
た
が
、
家
族
の
安
否

が
気
に
な
り
携
帯
電
話
で
確
認
し
よ
う
と
す

る
が
、
家
族
の
安
否
と
会
社
の
状
況
、
社
員

の
安
否
確
認
は
な
か
な
か
連
絡
が
取
れ
ず
に

夜
の
八
～
九
時
ま
で
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
幸

い
に
も
家
族
全
員
の
無
事
を
確
認
、
会
社
の

社
員
全
員
の
無
事
も
確
認
で
き
て
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
社
員
は
、
地
震
直
後
社
長
の
判
断

で
す
ぐ
に
帰
宅
さ
せ
ら
れ
、
津
波
に
は
遭
わ

ず
に
帰
宅
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
会
社
は
高
さ
二
～
三
ｍ
の
津
波

の
直
撃
を
受
け
、
翌
日
ま
で
水
が
引
か
な
い

状
態
が
続
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
三
日
目
に

会
社
の
状
況
を
確
認
し
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
社
の
手
前
三
㎞
位
ま
で
は
車
で

行
け
ま
し
た
が
、
そ
の
先
津
波
の
押
し
寄
せ

た
所
は
電
柱
が
折
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車

が
道
路
を
塞
ぎ
、
近
く
の
倉
庫
か
ら
流
れ
て

き
た
品
物
や
タ
イ
ル
、
ガ
レ
キ
等
が
散
乱
し

迷
路
状
態
に
。
一
面
泥
の
中
、
足
元
を
気
を

つ
け
な
が
ら
会
社
に
歩
い
て
行
き
、
着
い
て

唖
然
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

会
社
は
、
事
務
所
と
工
場
は
別
棟
に
な
っ

て
い
て
、
事
務
所
の
横
に
は
無
花
果
の
木
が

二
本
、
前
に
は
な
つ
め
の
木
、
そ
し
て
工
場
、

そ
の
前
に
は
柿
の
木
と
キ
ウ
イ
の
木
と
棚
、

工
場
の
横
に
は
部
品
庫
の
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
、

そ
の
横
は
駐
車
場
。
そ
れ
が
・
・
・
・
！
二

階
建
て
の
事
務
所
の
一
階
部
分
が
、
柱
と
一

部
の
壁
を
残
し
何
も
無
い
状
態
、
そ
し
て
無

花
果
の
木
二
本
、
な
つ
め
の
木
、
キ
ウ
イ
と

棚
、
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
、
そ
れ
に
駐
車
場
の
ク

レ
ー
ン
付
き
ト
ラ
ッ
ク
を
含
め
三
台
の
車
全

て
流
さ
れ
、
工
場
の
窓
は
西
側
、
南
側
が
無

く
な
り
、
鉄
の
大
扉
は
捻
じ
曲
げ
ら
れ
、
工

場
の
内
に
は
直
径
六
十
㎝
長
さ
五
ｍ
の
丸
大

木
、
五
十
㎏
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
レ

キ
、
松
の
木
等
が
入
っ
て
お
り
、
工
場
の
機

械
以
外
の
軽
い
も
の
は
全
て
流
さ
れ
、
工
場

敷
地
の
フ
ェ
ン
ス
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
全
て
流
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を
放
送
し
避
難
を
呼
び
か
け
、
広
報
車
も

出
て
呼
び
か
け
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
高

台
に
避
難
し
助
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

地
震
の
翌
日
、
支
部
長
が
見
舞
い
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仙
台
の
街
も

地
域
に
よ
っ
て
被
害
が
ま
ち
ま
ち
で
、
山

の
手
の
支
部
長
の
家
は
殆
ど
被
害
が
無
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
の
家
は
外
壁
に

ヒ
ビ
が
入
り
、
屋
根
瓦
は
半
分
以
上
ガ
タ

ガ
タ
に
な
り
半
壊
状
態
で
し
た
。
住
む
に

は
支
障
な
い
の
で
す
が
、
い
つ
瓦
が
落
ち

て
く
る
か
分
か
ら
ず
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

仙
台
支
部
の
人
た
ち
と
連
絡
を
取
り
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
携
帯
電
話
の
電
源
が

な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
も
な
く
、
電
気
が
復
旧

し
て
か
ら
よ
う
や
く
連
絡
を
取
れ
る
よ
う

に
な
り
、
全
員
の
無
事
を
確
認
し
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
友
楽
会
の
櫻
井

さ
ん
か
ら
お
見
舞
い
の
電
話
を
い
た
だ
き
、

そ
の
心
遣
い
に
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
い

う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
会
社
は
幸
い
に
も
復
旧
し
、
間
も

な
く
震
災
前
と
同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
か
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
殆
ど
の
人

た
ち
と
他
の
会
社
は
今
も
復
旧
出
来
ず
に

い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
元
の
元
気
な
街

に
な
る
よ
う
に
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
工
場
内
は
ガ
レ

キ
と
共
に
大
量
の
砂
と
ヘ
ド
ロ
。
も
う
唖

然
と
す
る
し
か
な
い
状
態
で
し
た
。

　

傷
心
し
て
帰
宅
途
中
、
港
の
方
へ
歩
い

て
行
き
ま
し
た
が
、
海
岸
の
近
く
は
電
柱
、

街
路
樹
、
標
識
、
信
号
、
踏
切
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
全
て
の
物
が
押
し
流
さ
れ
何
も
無

い
光
景
に
。
道
路
は
え
ぐ
ら
れ
い
ろ
ん
な

車
と
ガ
レ
キ
で
溢
れ
、
初
め
て
見
る
光
景

に
打
ち
の
め
さ
れ
た
思
い
で
し
た
。

　

後
日
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
海
岸
へ
行

っ
て
み
ま
し
た
が
、
カ
ラ
ー
の
世
界
は
無

く
、
グ
レ
ー
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
の

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
正
直
誰
一
人
こ
の
よ

う
な
大
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
あ
の
大

き
な
揺
れ
の
中
、
津
波
が
来
る
と
は
私
自

身
全
然
思
わ
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
海
岸

か
ら
二
㎞
位
の
距
離
に
あ
る
会
社
（
旧
多

賀
城
ジ
ャ
ス
コ
近
く
）
に
二
ｍ
を
越
す
津

波
が
来
る
と
は
、
頭
の
中
を
よ
ぎ
り
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
は
、
車

で
逃
げ
る
途
中
や
、
移
動
中
に
津
波
に
襲

わ
れ
た
り
、
家
の
中
に
い
て
溺
れ
て
亡
く

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

多
賀
城
市
で
は
、
防
災
無
線
の
ス
ピ
ー

カ
ー
が
あ
り
震
災
当
日
は
、
津
波
の
来
襲

〜
一
日
も
早
く
元
気
な
街
に
〜

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区　

仙
台
支
部　

鈴
木　

克
典



　

ぼ
く
は
、
小
学
校
の
「
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
よ　

は
っ
ぴ
ょ
う
会
」
で
、
え
さ
し
お

い
わ
け
を
う
た
い
ま
し
た
。
友
だ
ち
は
、
み

ん
な
ぼ
く
の
う
た
を
目
を
く
り
く
り
さ
せ
て

し
ん
け
ん
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ド
キ
ド

キ
し
た
け
ど
、
と
っ
て
も
気
も
ち
よ
く
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
一
才
の
時
は
じ
め
て
え
さ
し
へ

　

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
八
日
に
伴
奏
部

門
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後
の
伴
奏
部

会
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

事
前
に
各
支
部
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
回
答
内
容
を
も
と
に
協
議
し
た
結

果
、
次
の
と
お
り
取
り
進
め
る
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。

①
伴
奏
部
門
の
設
置
に
つ
い
て

　  

師
匠
会
の
部
会
の
中
に
伴
奏
部
会
を

　  

設
置
す
る
こ
と
で
確
認

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
地
区
伴
奏
部
門
推
進

委
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
伴
奏
部
会
設

置
に
つ
い
て
は
概
ね
賛
成
を
得
て
い
る
と
判

断
し
、
平
成
二
十
四
年
度
の
師
匠
会
総
会
に

師
匠
会
の
部
会
の
中
に
、
伴
奏
部
会
の
設
置

を
提
案
す
る
こ
と
で
確
認
。

②
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
（
資
格
階

　

級
・
技
能
検
定
・
各
種
委
員
会
）

　  
部
会
設
置
後
の
協
議
事
項

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
地
区
伴
奏
部
門
推
進

委
員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
資
格
階
級
制

度
と
い
っ
た
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

賛
否
は
あ
る
も
の
の
、
今
の
段
階
で
は
拙
速
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五
月
十
五
日
の
江
差
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
地
区
選
抜
大
会
も
六
月
二
十
六
日
の
東

北
地
区
を
も
っ
て
全
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
地
区
選
抜
大
会
の
運
営
、
審
査
集
計
業
務
一
切
を
各
地
区
運
営
協
議
会
に
お

い
て
取
り
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
全
地
区
の
選
抜
大
会
が

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
は
進
め
ず
、
部
会
が
立
ち
上
が
っ
た
段

階
で
、
伴
奏
者
の
多
く
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
確
認
。

③
今
後
の
取
り
進
め
方
に
つ
い
て

　  

（
仮
称
）
伴
奏
部
会
を
設
置
し
取
り

　  

進
め
し
て
い
く

　

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四

年
度
師
匠
会
総
会
提
案
に
向
け
、
研
修
の

充
実
を
主
と
し
て
、
研
修
内
容
や
方
向
性

を
協
議
す
る
た
め
、
準
備
委
員
会
と
し
て

（
仮
称
）
伴
奏
部
会
を
設
置
し
取
り
進
め
て

い
く
こ
と
で
確
認
。

　

な
お
、
委
嘱
委
員
に
つ
い
て
は
、
師
匠

会
三
役
か
ら
一
名
、
伴
奏
部
門
推
進
委
員

よ
り
五
名
の
合
計
六
名
に
委
嘱
し
、
伴
奏

部
門
推
進
委
員
会
は
、
今
回
の
会
議
を
最

後
に
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
委
嘱
委
員

　
　

師
匠
会
三
役
→
房　

田　

勝　

芳

　
　

推
進
委
員
→
浅　

沼　

和　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

熊　

野　

正　

宏

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

東　

雲

　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

傳
次
郎

地
区
選
抜
大
会
終
了
す

「
体
験
作
文
」
楽
し
い
え
さ
し
お
い
わ
け

愛
知
県
豊
田
市
立
竹
村
小
学
校
三
年　

柴
田　

一
輝
（
愛
知
三
河
支
部
）

支
部
・
地
区
協
議
会
コ
ー
ナ
ー

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
い
年
、
大
す
き

な
ひ
こ
う
き
に
の
っ
て
え
さ
し
へ
行
っ
て
い

ま
す
。
え
さ
し
お
い
わ
け
を
う
た
う
時
、
あ

の
大
き
な
え
さ
し
の
海
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま

た
、
今
年
も
あ
の
海
が
見
た
く
て
毎
日
れ
ん

し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
友
だ
ち
に
も

え
さ
し
お
い
わ
け
の
こ
と
や
、
え
さ
し
の
海

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

伴
奏
部
会
設
置
に
向
け
準
備
委
員
会
を
設
置



査
役
の
方
々
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

新　

任

　
　

坪
田　

昭
信
（
芸
能
部
門
・
江
差
地
区
）

　
　

伊
藤　
　

満
（
芸
能
部
門
・
札
樽
地
区
）

　
　

棚
橋　

健
蔵
（
監
査
役
・
江
差
地
区
）

　

退　

任

　
　

奥
野　

和
芳
（
芸
能
部
門
・
札
樽
地
区
）

　
　

坪
田　

昭
信
（
監
査
役
・
江
差
地
区
）

新
支
部
と
脱
会
支
部

　

四
月
の
理
事
会
で
は
、
新
た
な
支
部
と
脱
会

支
部
を
承
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
支
部
数
は
、

一
五
八
支
部
と
な
り
ま
す
。

〈
新
支
部
〉

　

・
札
幌
章
英
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

渡
部　

章
子
）

　
　
　

二
十
一
名　

札
樽
地
区

　

・
一
笑
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

村
田　

一
笑
）

　
　
　

三
十
二
名　

道
北
地
区

　

・
兵
庫
基
開
会
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

石
井　

建
三
）

　
　
　

二
十
一
名　

関
西
地
区

　

・
富
山
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

泉　
　

貞
夫
）

　
　
　

二
十
五
名　

北
信
越
地
区

〈
脱
会
支
部
〉

　

・
千
葉
流
山
支
部

　
　
　
（
支
部
長　

柳
原　

勝
康
）

指
導
者
資
格
認
定
者

　

今
回
新
た
に
認
定
さ
れ
た
方
々
で
す
。

正
師
匠

　

・
上
林　

捷
二
（
札
幌
宝
捷
支
部
）

　

・
久
保
田
勝
美
（
札
幌
白
石
支
部
）

師　

匠

　

・
石
塚　

千
丈
（
静
岡
第
一
支
部
）

　

・
播
磨　

孝
雄
（
函
館
孝
翔
会
支
部
）

　

・
井
口　

道
雄
（
東
京
第
一
支
部
）

準
師
匠

　

・
村
川
真
奈
美
（
苫
小
牧
観
昇
会
支
部
）

　

・
宮
園
真
壽
美
（
札
幌
北
支
部
）

　

・
松
木　

秀
一
（
東
京
光
が
丘
会
支
部
）

　

・
佐
藤
美
枝
子
（
札
幌
喜
童
支
部
）

　

・
林　
　
　

勲
（
札
幌
喜
童
支
部
）

　

・
阿
部　

一
男
（
旭
川
東
支
部
）

　

・
岡
田　

辰
雄
（
宝
優
会
支
部
）

　

・
木
村
八
重
子
（
鷗
賓
会
支
部
）

　

・
永
野　

令
一
（
仙
台
支
部
）

　

・
坂
東　

勝
典
（
仙
台
支
部
）

講　

師

　

・
高
橋　
　

廣
（
上
ノ
国
支
部
）

準
講
師

　

・
牧
野　

和
子
（
追
分
大
好
き
会
千
歳
支
部
）

　

・
中
馬　

秀
麿
（
浦
河
支
部
）

　

・
福
田　

精
治
（
宝
優
会
支
部
）

新
旧
役
員
の
交
代

　

今
年
度
役
員
改
選
が
あ
り
、
次
の
理
事
・
監
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
の
機
構
改
革
に
伴
う

事
務
局
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

江
差
追
分
全
国
大
会
の

古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方
へ

今
後
の
二
十
三
年
度
事
業
計
画（
予
定
）

○
第
二
回
理
事
会

　
　

平
成
二
十
三
年
七
月
九
日

○
第
四
十
九
回
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日
～
十
八
日

○
江
差
追
分
会
師
匠
会
研
修
会

　

第
一
回

　
　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日

　

第
二
回
（
総
会
も
実
施
）

　
　

平
成
二
十
四
年
二
月
十
九
日

○
平
成
二
十
三
年
秋
季
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

　

と　

き　

平
成
二
十
三
年

　
　
　
　
　

第
一
週　

十
一
月
三
～
五
日

　
　
　
　
　

第
二
周　

十
一
月
十
～
十
二
日

　
　
　
　
　

第
三
週　

十
一
月
十
七
～
十
九
日

○
第
二
十
七
期
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー

　

と　

き　

平
成
二
十
四
年

　
　
　
　
　

第
一
週　

二
月
二
～
四
日

　
　
　
　
　

第
二
周　

二
月
九
～
十
一
日

　
　
　
　
　

第
三
週　

二
月
十
六
～
十
八
日

　
　
　
　
　

第
四
週　
二
月
二
十
三
～
二
十
五
日

○
資
格
認
定
審
査
会

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
十
八
日

○
地
方
格
付
審
査
会

　

と　

き　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日

　

と
こ
ろ　

帯
広
市

　

各
支
部
・
地
区
運
営
協
議
会
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

　

四
月
一
日
付
で
江
差
町
の
機
構
改
革
が
あ

り
、
今
ま
で
の
産
業
振
興
課
江
差
追
分
係
が
追

分
商
工
観
光
課
江
差
追
分
係
に
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
小
田
島
訓
追
分
会

事
務
局
長
（
産
業
振
興
課
参
事
）
が
追
分
商

工
観
光
課
長
と
な
り
、
普
段
は
主
に
役
場
庁
舎

に
て
執
務
し
て
お
り
ま
す
。（
直
通
電
話
番
号

〇
一
三
九
ー
五
二
ー
六
七
一
六
）

　

ま
た
、
追
分
商
工
観
光
課
主
幹
と
し
て
、
中

川
智
事
務
局
次
長
が
三
年
ぶ
り
に
追
分
会
事
務

局
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
の
第
五
十
回
記
念
大
会
に
お
い
て
、
大

会
変
遷
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

事
務
局
で
は
古
い
全
国
大
会
関
連
の
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
大
会
か
ら
第
二
十
回

大
会
ま
で
の
写
真
を
お
持
ち
の
方
が
お
り
ま
し

た
ら
借
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。


